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青　山　太　郎

竃

　去勢派の伝えるところによれば，エカチェリーナ女帝の死後，息子のパーヴェルー世（在

位1796－1801）は，自分の父親と称する人間を見たいと思い，セリヴァーノブをシベリアか

らペテルブルクへ呼び戻した。二人物出会いについても種々の説がありますが，代表的な

説は次のようなものです。皇帝は尋ねた，眠衆の噂によればおまえはわたしの父親だそ

うだが，それは本当か」。セリヴァーノブは答えた，「汝が純潔を受け容れ（つまり去勢し

て），真の信仰に歩み入るなら，汝を私の息子と見倣そう」。この答えに皇帝は憤慨し，父

なる聖主を精神病院に閉じ込めた。

　しかし実際は，セリヴァーノブはパーヴェルー世によりペテルブルクへ呼び戻されたの

ではなく，流刑地を脱走し，信者たちに助けられて諸所に潜伏したのち，1795年モスクワ

に現れ，97年ペテルブルクへ帰り着き，ここで逮捕されてペトロ瓢パウロフスク要塞に投

獄されたものらしい。去勢派を哀れむべき狂人の集団と見ていたパーヴェルー世は，セリ

ヴァ…ノブをオブーホフスカや病院内の矯正施設に収容させました。これはエカチェリー

ナ女帝時代に比べれば著しく寛大な措置であり，つづくアレクサンドルー世（在位1801－25）

にもこの寛容政策は継承され，その結果この時代去勢派は我が世の春を謳歌することにな

ります。

　アレクサンドルー世は即位一年後の1802年三月，オブーホフスカヤを訪れた際セリ

ヴァーノブに会い，セリヴァーノブは矯正施設から釈放され，スモーリヌイ修道院内の養

老施設へ移されます。ここで彼は，教会内をコップ片手に歩き回って貧者のために金を集

める仕事をさせられましたが，三ヵ月後，五等文官エレンスキーなる人物の請願により職

を解かれ，自由の身となります。

　セリヴァーノブは商人シードル・ニェナスチエフの家に住み，この家はペテルブルクに

おけるフルイスト派・去勢派の拠点となりました。つまりここではラジェーニエが行われ，

去勢手術も行われましたが，この家への警察の立入りは，勅令により禁じられていました。

当時去勢派は，ペテルブルクとモスクワの両首都に既にかなりの数の信者を有し，一部上

流社会の支持も得ていました。「去勢せざる去勢派」たるフルイストたちや，去勢はしな

いで偽装のため家庭をもち愛人を囲う「精神的去勢派」たちが，彼らを支えていました。

また，フルイスト派や去勢派の問には以前から，遠いシベリアの辺地で購主が甦り，やが

ては両首都に姿を現し，真の信仰を天下に行き渡らせるであろうという期待があり，セリ

ヴァーノブ自身，時至れば自分がイルクーツクから首都に昇り，信者たちを慰めるであろ

うと約束していました。この約束は今や実現したわけで，これを待ちかねていた多くの信
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2 言語文化論究14

者たちが，地方の町や村からペテルブルクとモスクワへ出てきました。

　1816年には商人ソロドヴニコフがリテイナや区に「新しきエルサレム」を建造し，セリ

ヴァーノブは1820年スズダリのスパン＝エウフィミエフ修道院に流されるまでここに滞在

します。因みに，彼の弟子にして近しい協力者であったアレクサンドル・シーロフは，1797

年リガのジナミント要塞からシュリッセリブルク要塞に移され，1799年ここで死んでい

ます。

　十九世紀初頭，ロシア政府の対去勢派政策はほぼ放任といってよいものでした。アレク

サンドルー世はパーヴェルー世同様，去勢派を哀れむべきではあるが本質的には無害な迷

妄と見ており，ただこれ以上の被去勢者を出さぬよう秘かに監視せよと命じていました。

しかしこの時代，被去勢者の数はどんどん増えていたのです。当時は未だ去勢派に対する

何らの法的規制もなく，政府は，宗教的迷妄には宗教的手段によって，つまり宗教的次元

での啓蒙・説得・勧誘によって対処すべきであると考え，この措置を正教会の手に委ねま

した。しかるに，既に触れたとおり，フルイスト派や去勢派は教会には終始磐勲に対し，

教会のさまざまな出費への寄進も気前よく出しており，不従順な分離派と違い，従順な諸

セクトは教会にとってむしろよき顧客でしたから，かれらは聖職者たちの内にいっでも庇

護者を見出すことができたし，また修道院はどこでもフルイスト派や去勢派の温床でした。

　貴族たちの間でもセリヴァーノブの人気は高く，セクト信者ではない人々，多くの貴族

たち（例えば前記タターリノワのサークル），さらには正教の聖職者たちまでが彼を訪れ

て祝福・忠告・預言を乞い，1805年には，アレクサンドルー世自身アウステルリッツの会

戦に赴く直前彼を訪れています。この時セリヴァーノブは皇帝に，フランス人と戦わぬよ

う忠告した。「今は自重したほうがよい。汝の時は未だ来ていない」。果してこの会戦で，

アレクサンドル一世はナポレオンに惨敗しました。どうやら去勢派は，自分たちが皇帝の

特別の庇護を得ていると考えていたらしい。1804年エレンスキーが皇帝に提出した建白書

の一件は，こうした時代風潮なしには考えられません。
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　アレクサンドルー世はその治世の開始に当たり，スペランスキーを登用して国家機構…の

改革に着手しており，これについては首都や地方の各方面からさまざまの建議が寄せられ

ていました。1804年三月，政府はエレンスキーなる人物から『ロシアの改造と神聖官房に

ついての計画』なる建白書を受けとった。

　アレクセイ・ミハイロヴィチ・エレンスキー（あるいはエリャンキーとも）は，ロシア

に帰化したポーランド人です。最後のポーランド王スタニスラフ・ポニャトフスキーの侍

従で，第三次ポーランド分割く1795年）ののちロシアに仕えて五等文官となっていますか

ら，この立身に正教徒だったものでしょう。いつ頃から去勢派信者となったものか不明で

すが，十九世紀はじめには，ペテルブルクの去勢派カラーブリで重きをなすに至っていま

した。

　エレンスキーの計画とは，去勢派の理念に則った一種の神権政体をロシアに確立しよう

とするもので，そのために「神聖官房」なるものを制定する。神聖官房とは，皇帝が天の

声によってロシアを統治できるよう，セリヴァーノブが常に皇帝の傍らにあって，その政
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ロシアの性愛論　懸 3

策決定に神の声を注ぎ，祈りを捧げ，これを祝福することをいう。また，去勢派ないしフ

ルイスト派信者のうち読み書きできる者を修道司祭として領聖させ，あらゆる行政機関・

陸軍の連隊・海軍の戦艦に配属させることで，あらゆる政策と作戦に神の声を反映させる。

そして彼エレンスキーは，セリヴァーノブとこれら修道司祭たちの連絡役を務めるととも

に，十二人の預言者を伴って絶えず皇帝の主力部隊と共にあり，天の忠告と神の意志が正

しく理解され実行されるべく努める。これはつまり，行政・軍事の長に万遍なく去勢派の

補佐役をつけることで，国家権力を去勢派の手に委ねさせよう，言い換えれば，ロシア全

体を去勢派のカラーブリといったものに改造しようという計画でした。

　結局エレンスキーは狂人と見倣され，勅令によりスズダリのスパン鷺エウフィミエフ修

道院へ送られ，ここで1813年に死にました。かねて政府から去勢派の慰撫を託されていた

当時の宗務総監アレクサンドル・ゴリーツィン公爵は，この一件の直後ニェナスチエフの

家を訪れてセリヴァーノブと話し合い，セリヴァーノブはゴリーツィンに以後去勢者を出

さないと約束しました。ゴリーッィンはこれに満足して帰りましたが，もちろんこの約束

は守られませんでした。

　もっとも，この建白書がセリヴァーノブ自身の意志によるものでなかったことはほぼ明

らかです。当時セリヴァーノブは既に75歳，一日の大半をベッドで過ごす病弱な老入であ

り，こんな計画に乗り出す気力も体力もありませんでした。しかしまた，計画の立案にあ

たったエレンスキーの誠実さを疑う理由も何らありません。おそらく彼は衷心からセリ

ヴァーノブを神と崇め，その下での神権政体を夢見たものでしょう。いずれにせよこれは，

セリヴァーノフを「先祖代々の帝位」につけることで政権奪取を狙った，去勢派による唯

一の試みであったと言えます。
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　この間も教祖のセリヴァーノブは，ペテルブルクの支持者たちの家で安泰に暮していま

した。彼を神と崇める崇拝者たちは，ロシア中から彼を拝しにやって来て，彼はそれら崇

拝者たちを祝福し，乾パン，砂糖の小片，香，蝋燭等を分け与え，これらは聖物として珍

重されました。それにもまして珍重されたのは，彼の食卓の残り物であり，切り落とした

爪であり，櫛に残った抜毛であり，彼の衣服の切れ端であり，信者たちはこれらを入手す

るのに費用を惜しまなかったと言います。

　この頃ニェナスチエフの家を訪れたニコライ・イワーノブの証言を，メーリニコフの著

書から引用しておきます。イワーノブは，レーヴェリ（現エストニアの首都ターリンの旧

名）の燈台に勤務していた海軍曹長で，一一時去勢派と接触があったものの，結局去勢はせ

ず，間もなくセクトを離れて結婚した人物です。

　1808年，当時30歳ばかりだったイワーノフは，レーヴェリで下士官アレクサンドル・ド

ミトリエフ某と知り合います。当時イワーノブは知りませんでしたが，このドミトリエフ

が白化した去勢派でした。1810年にイワーノブはクロンシタットの燈台へ，ドミトリエフ

はペテルブルクの海軍工廠へ転勤になります。燈台の仕事がない冬の休暇に，イワーノブ

はペテルブルクのドミトリエフを訪れ，彼のもとに一泊します。翌朝ドミトリエフは早朝

の祈祷に行くという。イワーノブは敬塵な男だったので同行を申し出ますが，ドミトリエ
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4 醤語文化論究14

フは彼に家に残るよう命じ，独りで出かけて行きます。まもなくひとりの若い男がイワー

ノブを迎えにきて，彼をバスコフ小路のニェナスチエフの家へ連れてゆく。家へ入るとイ

ワーノブは，長上衣とスリッパ姿に着替えさせられる。彼は階上へ導かれ，そこにはドミ

トリエフをはじめ数人の男がいて，ピシチューリンという男がイワーノブをソファに掛け

させ，いかに生くべきかについて教えを垂れた。暫く話したのち，ピシチューリンは言っ

た，「それでは『神』のところへ行こう。わたしのするとおりにしなさい」。

　「わたしの連れていかれた部屋には，継目のない大きな絨毯が敷いてあり，そこには天

使と熾天使たちが織り出してあった。わたしにはこの聖画を踏んで歩くことがおそろし

かったが，ピシチューリンはわたしを突いて前へ進ませた。寝台が見えた。寝台には羽根

蒲団がわたしの背丈ほども積んであり，モスリンのカーテンと金の総から成る帳があった。

羽根蒲団には，バチストのルバシカを着た老人が横になっていた。これが，ピシチューリ

ンとその同僚たちにより『神』と呼ばれる人物だった。彼らは，われわれが本当の神に祈

るように彼に祈った。ピシチューリンは脆いて祈りはじめ，わたしにも同様にするよう命

じた。神はわたしを指してピシチューリンに尋ねた，

　『彼は以前から望んでいるのか？』

　『既に一年来』とピシチューリンは答えた。

　神はピシチューリンから十字架を受取るとそれに接吻し，十字架をわたしに渡して接吻

させ，次いで自分の手に接吻させた。そしてピシチューリンに言った，

　『彼を預言者のところへ連れて行け』

　ピシチューリンはわたしを隣室へ導いた。そこには四人の男が腰掛けていたが，そのう

ち一人はドミトリエフだった。もう一人は預言者の前に脆いており，預言者は踵まである

白いルバシカを着て立ち，未来を預言していたが，何を言っているのかわたしには分から

なかった。やがてわたしの番になり，わたしも預言者の前に脆いた。預言者はわたしに金

の冠と不朽の法衣を約束した。彼は預言を終えると，手巾を振って言った，『神は汝と共

に，我が覆いは汝の上にあれ』。彼はわたしを『集り』へ導くよう命じ，一同はわたしを

階下へ連れて降りた。そこからは先程わたしの耳にした歌声が聞こえていた。

　われわれの入った部屋は広大なものだった。窓際には椅子が並んでいた。百人以上の人

間がいて，そのうち数人は燈台でのわたしの同僚だった。皆白く長いルバシカを着ており，

歌いながら二列になって回っていた。これが彼らの言う『カラ～ブリの歩み』だった。輪

の中央の空いた場所で，数人の男たちが旋回していた。わたしは椅子に掛け，やはり腰掛

けている他の者たち同様，膝に手巾をひろげ，回っている出たちの歌に合せ両手両脚で拍

子をとるよう言われた。これは終日，晩まで続いた。晩の9時過ぎに，歌と輪歩は突然5

分ばかり熔んだ。死の沈黙ののち人々は歌いだした。

　　　王国よ，汝王国よ，

　　　霊の王国よ，

　　　汝王国の内に，

　　　大いなる恵みあり，

次いで再度の沈黙。

　その時扉が開き，緑絹の短い半カフタンを着た神が，ゆっくりと部屋に入って来た。二

人の男がその両脇を支えており，この二人は先駆者ヨハネと使徒パウロと呼ばれ，暗色の
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祭服姿に革帯を締めていた。一同は三人の姿を目にして脆いた。神は白いバチストの手巾

を振り，『我が聖なる覆い汝らの上にあり』と言い，女たちの部屋へ通っていった。

　隣室が女たちの区画となっており，二つの部屋を隔てる壁には，低いが巾の広い窓が穿っ

てあり，神が近づくとこれが開いた。この窓には寝床が敷いてあり，神はそこに掛けた。

先駆者と使徒は女たちの側で，神の寝床の傍に留まっていた。女預言者たちが神に向って

預言を始めた。それから女たちも男たちも回りだした。神は1時間ほどそこに留まったの

ち，来た時と同じ二人に伴われて去った。彼が去ると女たちの部屋への窓は閉ざされたが，

輪舞は熔まなかった。

　深夜の那寺過ぎに，回っていた者たちは皆同時に跳ね上がりだしたので，四壁は振動し

た。彼らは叫んだ，「ああ，霊よ！』わたしはすっかり怖くなり，窓から跳び出ようとし

たが，皆に止められた。突如騒々しい叫びが『出たる神よ，王たる神よ』という低い歌声

に変わり，人々は再び回りはじめた。

　まもなく集りは終り，一同は解散したが，わたしはこの家に留り，わたしをここへ連れ

てきた若い男とひとつ部屋に泊った。翌日も同じことが繰返され，わたしが帰ることを許

されたのは三昼夜のちのことだった。わたしは同僚たちとクロンシタットへ発った」。

　クロンシタットでもイワーノブは，それまで存在を知らなかったここのカラーブリに迎

えられ，ラジェーニエに加わります。ここのカラーブリはもちろん遙に小規模なもので，

預言者も一人しかいませんでした。
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　1806年，オリョール県のマロアルハンゲリスク郡で累多しい去勢派の存在が明かになり，

県知事ヤーコヴレフは中央政府にこのセクトへの厳しい措置を要請しましたが，その際知

事は，信者たちが兵役を免れるために成人や未成年者を去勢していると報告しました。こ

れは事実ではありませんでしたが，それにもかかわらずこのことは，政府の対去勢派政策

を転換させる一要因となりました。大部分が貴族で，農奴つき大土地所有者であった政府

要人たちは，去勢派の伸展が自分たちの利益を侵害しかねないことに気づいたのでした。

1808年以後，去勢派は見つかり次第すべて兵役へ送られることになりましたが，このこと

はかえって去勢派に新たな伸展の分野を提供することになります。この時から至るところ

の連隊や守備隊で去勢した兵士が見られるようになり，去勢者は兵士ばかりでなく下士

官・士官にまで及びました。

　1816年にいたり政府は漸くやや方針を改め，並の信者は従来どおりその土地で兵役につ

かせ，首謀者たち（去勢を施す者たち）のうち兵役に耐える者はシベリアかグルジアへ送

り，耐えない者はイルクーツク県へ流刑ということにしました。ところがイルクーツク県

は嘗てのセリヴァーーノブの流刑地であり，彼がそこで自らの教えを鍛え上げ，そこから教

えをロシア中にもたらした土地であり，言わば去勢派の聖地です。信者たちは欣然イルクー

ツク県への流刑を受容れ，まもなく東部シベリアは去勢派の新たな温床となりました。十

九世紀半ばから，信者たちは，イルクーツクよりさらに東のヤクーツク地方，コルイマ流

域地方へ流されるようになります。

　1819年，ペテルブルク総督ミロラドーヴィチは，自分の二人の甥が去勢派信者となった

5
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こと，また，親衛隊の下士官と水兵たち数人が去勢されたことを重く見，このことを皇帝

に上奏すべくゴリーツィン公爵に要求します。この時も政府の対応は至って緩慢なもので

したが，翌年に至ってようやく，セリヴァーノブは逮捕され，スズダリのエウフィミエフ

修道院に監禁されました。政府の彼に対する態度はあたかも腫物にさわるごとくであり，

ペテルブルクの府主教ミハイルはスズダリの修道院長に，「自ら藩主にして救主と称し，

また信者たちからそう崇められているこのセクトの長」を，注意深く丁重に遇するよう指

示しました。彼の釈放を望む信者たちの奔走も，この度は効を奏しませんでした。しかし

修道院内ではいたつて自由に振舞い，押しかける崇拝者たちを従来どおり引見していまし

た。彼は1832年に死にますが，その頃は老両性痴呆で子供のようになっていたと言います。

5

　『書簡』はセリヴァーノブの説教を弟子が筆記したものですが，ここでセリヴァーノフ

は，自分のことを信者たちの「真の父にして購主」であると言っています。

　「おお，わが子等よ！　いかに些細な罪の甘味も官能も汝らを打ち負かすことのないよ

う，誰もが真の父（セリヴァーノブのこと）の堅固さを我物とせよ。わが魂は官能を悪し

き蛇のごとくに憎むが，それは官能が光という光を食い尽くし，神に背を向けさせ，神に

向かうことを許さないからである。それゆえ滅びの官能ゆえに，多くの教父は教えを，預

言者は預言を，聖人と苦行者はその功業を失い，天国に至らず，永遠の宝を滅びの生活に

見替えてしまった。彼らが失ったものは永遠の至福だが，これこそ汝らの真の神たる購主

（セリヴァーノブのこと）が，購主を愛する者たち・純潔と童貞を守る者たちに約束した

ものである。なぜなら童貞者のみが主の御座の前に立ち，心清き者のみが父なる神の面を

まともに見るのだから。清浄で罪なき心の内に神の恵みは好んで宿り給うのであり，この

恵みが価値ある平安となって，すべての魂は永遠の生を獲得する」。

　「童貞と純潔を保て。純潔が遠ざけるものは，女の美しさにはじまり，次いで誹諺と羨

望，名声と虚栄，傲慢と自愛，虚言と無駄口といったあらゆる種類の悪習である。要する

に，汝らの魂はあらゆる悪徳と悪習から無垢でなくてはならず，良心にはいかなる汚点も

あってはならない。〈……〉純潔には多くのことが含まれている。つまり，汝の知恵がな

にものにも捉われず，万事において揺るぎなく，いかなる場合にも完全かつ健全でなくて

はならないということだ。何らかの目に見える徒事に心を煩わせてはならず，肉体的富や

官能に知恵と心で執着してはならない。〈……〉宮造が肉体と魂を滅ぼすように，これら

虚しい富と金銭欲は，人間を神から遠ざける」。

　「おお，わが愛する者たちよ！　真の道へと招かれた者・魂の救いを願うすべての者に

とって，あらゆる悪習を去り，肉体の快楽を棄て，純潔と童貞を保つことは，すこぶる必

要にして不可欠である。肉体の快楽に向かい，官能に耽ったロトの妻のように，後を振り

返ってはならない」。

　「おお，愛する診たちよ！　頭を垂れよ。汝らの心の眼を自らの内へ向けて悟るがよい。

キリスト教徒と名乗りながら全然キリスト教徒らしくなく生きるならば，何の益があるか。

この世に背を向けても，そのあと再びこの世に倣い，その悪習と無思慮に浸るならば，何

の益があるか。おお，あれら罪人たちのことに触れるのは恐ろしく，はらわたが痛む。彼
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らは怠惰と悪習ゆえに永遠の恵みと永遠の王国を喪い，勝手におのが悪しき性向に従い，

厭うべき官能を通して永遠の苦しみへと向かっている」。

　「おお，愛する者たちよ！　清浄で罪なき魂に，いかなる名誉と栄光が与えられるか，

分かるか。もしも汝らが官能・敵意・嫉妬に耽ることがなければ，汝らは皆わたしのもと

にあって清浄となり，わが天上の父のもとに誰よりも先に場所を占めるであろうに。それ

ゆえ，いかなる悪徳にも染まらぬ清浄な救いを汝ら全員に願う真の父として，わたしは汝

らをあらゆる悪習と官能から守ろう。この官能ゆえこれまでにも，幾千もの赤しい魂が滅

んだのであり，女の魅惑は偉大な聖人と苦行者を永遠の苦しみへと追い込んだのだ」。

　fおお，愛する者たちよ！　わたしのこの書簡を前にするすべての者たちに，神の怒り

と永遠の罰を避けるべくわたしは乞い祈る。万人を永遠の苦しみへと導く破滅的な官能を，

蔑み憎め。眠りから覚めよ。万人を天上の父の王国へ呼び招く，真の父なる蹟主（セリヴァー

ノブのこと）に縄れ」。

　「わが純潔を愛し，わが柔和と卑下を我物とせよ。肉の慰めと地上の名誉と栄光を去り，

天上の永遠なる名誉と栄光を受けよ。汝らの肉は不朽となろう。さすれば汝らの真の父で

あるわたしは，汝らをわが天上の父のみもとへ導こう。わたしによる以外，誰ひとり，わ

が父のもとへは至りえない。おお，愛する者たちよ！　汝らの注意を自らの内面へ向けて

悟れ。汝らの真の父は純潔のために地上へ現れ，多くの苦難・迫害・悪意・打郷・侮辱・

悪罵・侮蔑を忍び，裁かれ，引きずり回され，40年間放浪した。わが四肢五体は切り刻ま

れ，わが頭は溶けた封蝋を注がれ，人々はわたしを遠い国々へ流し，その途次刑吏はわが

身体を傷つけた。わたしは百の牢獄を経めぐり，そして汝ら我が子らを見出した。これら

すべてをわたしが受け容れ耐え抜いたのは，汝らの救いのため，キリストの法を確たらし

めるため，純潔のためである」。

　「愛する端たちよ，神のために働くべき時は来た。自らの魂を救い，徒事はすべて放棄

し，罪を踏みにじり，シオンの山のみを愛すべき時は来た。〈……〉わたしがこれを書く

のは栄光のためではない。わが栄光は十字架上にあり，わが家は牢獄である。わたしはそ

こに生きることを厭わず，わが父の言葉に耳傾け，わが父の木苺を食べた。そして今わた

しは，旧き教師たち・預言者たちに取って代わるために来た。彼らの恵みは帯までしか届

かない。いっぽうわたしは完き恵みをもたらした。わたしの恵みは頭のてっぺんから足の

先まで及ぶ。その時全話はわたしを拝するであろう」。

　r汝らの真の父にして陵主であるわたしは，天なるわが父の祝福を受け，多年の間汝ら

のために苦しみ，万人を自らの血により瞭つた。大地を経めぐり，自らの純潔を万人に顕

した。鐘楼に昇り，片手ですべての鐘を打ち鳴らし，もう一方の手で選ばれし者たちを招

き，ラッパを吹き鳴らして彼らに告げた一わが忠実な選ばれし者たちよ，世界の隅々か

ら来たれ。鐘の音に，わがラッパの憐れみ深い音に来たれ。暗い森から，猛き獣から，心

ある蛇から逃れ来たれ。自らの父と母から，妻から，子等から逃れ，汝らの肉体の内で泣

き悲しむ魂のみを携え来たれ。人間よ，なぜ神の子の声に赴いて自らの罪を嘆こうとしな

いのか。神の子はかくも多年の間，汝の母の肉の胎を去るよう，汝を呼んでいるではない

か。なぜ自らの魂のために天上の母を探し求めないのか。天上の母は汝の魂を恵みをもっ

て養い，天上の新郎へと導くであろうに。天上の新郎は全世界を抱き取り，地から天へ上

げる。そこ天上で，忠にして義しい魂たち・聖人たち・神を孕む者たち・男女の殉教者た
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ち・預言者たち・使徒たち・教師たちは，歓喜を得る。天上の王国の永遠の喜びを，美し

い光景を，天上の力の感動的な声を，歌を，叫びを享受する」（ローザノブ『終末論的セ

クト』より引用）。

6

　フルイスト派の耕した土壌から，去勢派は生れるべくして生れたと言えます。ラジェー

ニエは，外的な肉の縛めから精神を解き放つ試みでした。この地上で魂は，肉という厚い

外皮の縛めに遭っている。これこそ人間が自らの内に宿す原罪である。原罪はアダムとエ

ヴァの性交によってこの世にもたらされたもので，その結果われわれの精神はここ地上に

あって重い肉の外皮を纏わねばならなくなった。ラジェーニエにより魂は肉を離れ舞い上

がることを得るが，これは所詮束の間の開放にすぎない。ラジェーニエが終れば，魂は再

度肉の内に閉じ込められてしまう。魂の束の間ならぬ恒常的な開放が求められるのは，当

然の成り行きでした。

　去勢理念の直接の根拠としては，マタイ伝19章12節の句がよく引かれます。「それ生れ

ながらの闇人あり，人に為られたる闇人あり，また天国のために自らなりたる闊人あり，

之を受け容れうる者は受け容るべし」。

　また，マタイ伝5章には次の句もあります。「『姦淫するなかれ』と云へることあるを汝

等きけり。されば我は汝らに告ぐ，すべて色情を懐きて女を見るものは，既に心のうち姦

淫したるなり。もし右の目なんぢを蹟かせば，挟り出して棄てよ，五体の一つ亡びて，全

身ゲヘナに投げ入れられぬは益なり。もし右の手なんぢを顕かせば，切りて棄てよ，五体

の一つ亡びて全身ゲヘナに往かぬは益なり」（5．27－30）。

　しかし，これはローザノブの指摘していることですが，去勢の直接の根拠を福音書のこ

れら章句の内に求め，去勢手術はこれら章句を文字通り実行に移したものであるとするの

は，おそらく局外者の発想でしょう。聖書の字句から出発するという「書物的」発想は，

ラジェーニエでの預言を重視するフルイスト派や去勢派にとって，縁遠いものであった筈

です。少なくともセリヴァーーノブは『書簡』や『受難』の中で，マタイ伝の章句のことに

は一切触れていません。あるいは，字句に拘泥するかぎり，聖書の内にはマタイ伝19章に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこな
反する壷折も存在することを，彼は承知していたのかもしれません。「外郭（睾丸）を傷

ひたる者または玉茎（陰茎）を切りたる者はエホバの会に入るべからず」（津液記23．1）。

　セリヴァーノブはもちろんマタイ伝5章や19章の章句をよく知っていたでしょうし，こ

れらが彼の去勢理論の支えとなったことは確かでしょうが，それにもかかわらず，聖書の

内で彼に最も根源的な印象を与えたもの，彼の去勢モチーフの根底となったものは，おそ

らく黙示録14章冒頭のヴィジョンであったろうというのが，ローザノブの肯繁にあたる指

摘です。「われ見しに，視よ美羊シオンの山に立ちたまふ。十四万四千人の人，これと楷

に居り，その額には美羊の名および蒸羊の父の名，記しあり。〈……〉かれら新しき歌を
みくら

御座の前および四つの活物と長老等との前にて歌ふ。この歌は地より瞭はれたる十四万四

千人の他は誰も学びうる者なかりき。彼らは女に汚されぬ者なり，潔き者なり，何処にま

れ熟羊の往き給ふところに随ふ。彼らは人の中より購はれて神と蕪羊とのために初穂とな

れり。その口に虚偽なし，彼らは蝦なき者なり！（14．1－5）．
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　確かに，このモチーフはセリヴァーノブの説教の至るところに陰見します。彼は魂の構

造そのものにおいて童貞者であった。彼は『受難』の中で，「すべての罪を引き裂き，地

上の宮能を破壊したい」と言っていますが，彼の宮能への怒りと純潔への渇望の内には，

何かしら根源的なものがあります。そして彼はこの怒りと渇望が万人の内にも存在するこ

とを，露疑っていませんでした。彼が周囲に及ぼした盤惑の源は，おそらくここにありま

す。ローザノブは彼の『書証を評して，これは愛と純潔の使徒が口述した一種独特の『ク

ロイツェル・ソナタ』であると言っています。

　セリヴァーノブはr性の滅却」の理念に愚かれていた。彼が望んだ神の国は，性を欠い

た神の国です。「誰もが未だ性の目覚めを知らぬ罪なき子供となろう！　成長するな！

男になるな！　女になるな！　父親や母親になるな！　必要なのは，7歳から10歳の子供

たちだけだ！　これこそ神の国である！　あとは必要ない！」

　セリヴァーノブが目指すものは原罪以前の神の国であり，人間を天使のような無性の存

在へと還すことです。それには，人聞の原罪が瞳われねばならない。彼はr受難』やr書

簡』の至るところで，自分を留主と呼んでいます。購主は救主と同じく，普通イエス・キ

リストを指す言葉です。正教会の教えるところによれば，イエスは罪の購主として，つま

り人間の救主として，密なる父により地上へ遣わされ，試問の原罪はイエスの十字架上の

死によって購われた。いっぽうセリヴァーノブによれば，人間の原罪は未だ贈われていな

い。蛇の頭は婦の喬によって未だ砕かれておらず，罪の棘は相変らず人間の踵に刺さった

まま，人間を苛み続けている。イエスは瞭の理念をもたらしたにすぎなかった。つまり，

教えとしての購いは存在するが，事実としての謡いは未だ存在していない。そこでセリ

ヴァーノブが，自らを去勢するという，それまで誰も思い至らなかった手段によって，事

実としての購いをもたらしたのでした。

　フルイスト派にあって人は誰しも潜在的なキリストであり，それゆえ多くのキリストが

ありえたわけですが，去勢派は，神の言の遍身として，イエスとセリヴァーノブの二人し

か認めません。このうち真の贈主はセリヴァーノブであり，イエスは神の子には違いない

が，セリヴァーノブの先触れ・先駆者にすぎない。イエスの教えの根本も実は去勢にあっ

たのだが，この教えは幽き実現を見ぬままに忘れ去られていた。真の長いが成就して人間

が救済されるためには，新たなキリストたるセリヴァーノブが到来して，直戴に去勢を教

え実行せねばならなかったのです。

　彼は自らを宗教的改革者だと考えていました。これまで誰ひとりなしとげなかったこと

をなしとげた改革者だと。純潔は神の恵みであり，誰もが望みながら実現の方途を知らぬ

理想ですが，遂に自分がこの理想実現のための普遍的手段（去勢）を発見したのだと信じ

ていました。彼以前の教師たち・預言者たちについて，彼は言っています，「彼らの恵み

は帯までしか届かない。いっぽうわたしは臨き恵みをもたらした。わたしの恵みは頭のてっ

ぺんから足の先まで及ぶ」（『書簡』）。

　イワーノブの手記からも分かるとおり，セリヴァーノブは自らを直前に「神」とも呼ば

せていますが，これは彼が神の子であり真の購主であったことを思えば，不思議ではあり

ません。各人が大小の神々であったフルイスト派や去勢派の信者たちは，彼らの問から大

いなる神が現れて小さな神々を一掃したところで，…向に驚かなかったのです。

　こうして見ると，正教会がセリヴァーノフを贋キリスト」として弾劾するのは，部分

9
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的にしか当らないことが分ります。セリヴァーノブは自分がイエス・キリストであると

言っているわけではないのです。彼は自分が，キリストのなし終えなかったことをなし終

えるために来たった第二の贈主だと言っているのです。同様に，フルイスト派のキリスト

たちも，自分たちがイエス・キリストだと言っていたわけではありません。イエス・キリ

ストと同じ恵みを受けた者だと言っていたにすぎない。もっとも，セリヴァーノブが先駆

者ヨハネと聖ペテロに両脇を支えられていたり，アクリーナ・イワーノヴナを生神女と呼

んだりしたことは，イエス・キリストを借称したとされても仕方ないかもしれない。

7

　去勢派の新信者加入の儀式は，フルイスト派のそれにそっくりです。成人の新加入者は，

通常，去勢手術を受ける以前にセクトに迎えられます。

　新加入者は白衣に着替え，信者のひとりに付添われて別室に待機している。カラーブリ

の教導者が信者一一同に向って問う，「義しき者たちよ，ここに救いの道を捜し求めるひと

つの魂がある。彼をわれらの内へ迎え入れることに，汝らは同意するか」。一同が同意す

ると，教導者は皆に一本つつ蝋燭を配り，皆はその火が消えぬよう努める。もしも消えた

ら，式をはじめからやり直す。

　付添いの信者が新加入者を集まりに導入する。二人とも裸足で，新加入者は未だ蝋燭を

持っていない。新たな礼と十字を切るなどののち，教導者は新加入者に優しく話しかける。

　「なぜここへ来たか言いなさい」

　「神に祈り，わたしの魂を救うために」

　「神に祈る？　それは結構だが，神に祈ることは教会でもできる。ここで起こっている

ことを見に来るよう，誰かに言われたのではないか」

　こうした質問に新加入者が答えたのち，一同が新人の加入を認める。次いで教導者が新

人に，彼の負うべき重い義務，彼を待ち受ける苦難のことを語る。新人加入の儀式は数時

間にも及び，新人の誓いによって締めくくられる。新人は教導者のあとについて唱える。

　「主よ，わたしが真の救いの道によりあなたのもとへ来たのは，わたし自身の意志によっ

てであって，人に強いられてのことではない。わたしは慈悲深い主，われらの購主に，忠

実に仕えることを誓う。またこのことを誰にも，皇帝にも，公にも，父にも，母にも，身

内にも，友にも，洩らさぬことを誓う。この秘密を敵に洩らすくらいなら，流刑も，拷問

も，父も，鞭も，首切台も厭わぬことを誓う」

　時として新人はイコンを手に，教導者のあとについて，世界への動き訣別の辞を述べる。

　「主よ，さらば。天使よ，大天使よ，知天使よ，熾天使よ，天上のなべての力よ，さら

ば。地よ，さらば。月よ，星よ，さらば。湖よ，河よ，山よ，さらば。天と地のなべての

力よ，さらば」

　新人は蝋燭を受取り，一同は抱擁を交わし，式は終わる。とはいえ，新人が本当にセク

トの一員となるのは去勢して後のこ：とであり，この去勢手術は何の儀式もなしに，事務的

に行われます。

　去勢手術のあらましは次のとおりです。

　当初はド火による洗礼」と称し，灼熱した鉄で睾丸を焼くことが行われましたが，これ

10
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は苦痛があまりに大きいため，陰嚢の根元をかたく縛り鋭利な刃物で切り取るようになり，

灼熱した鉄は，専ら血止めの手段として用いられるようになりました。

　14歳の時伯父から去勢手術を受けたという，或る若い被去勢者の話（N．ヴォルコフに

よる）。彼はこの伯父のところで雇人として働いていました。

　「はじめ彼はとても親切だった。食事はよく，仕事は辛くなかった。やがて彼はわたし

にこう言うようになった，『おまえはわたしと同じようにすべきだ。そのほうがよい。生

活はよくなる。おまえは聖人となり，天使の魂をもつようになる。もう何もする必要はな

いし，家族の煩労もない。金持ちになってひとりで生きていける』。わたしはやはり厭だっ

た。すると伯父は，おまえに洗熊の上衣を四着やろう，家をおまえに遺してやろう，わし

が死んだらみんなおまえのものになると言った。それから箱を出してきて見せたが，そこ

には金貨や銀貨が入っていた。『これもおまえのものになる』。『いいよ，分かった一と

わたしは言った一一それをぼくにもしておくれ』。われわれは風呂に行ってから茶を飲ん

だ。伯父はすごく切れそうなナイフをとって来て，それに何かを塗った。ナイフは光って

いた。伯父はわたしを縛り，こんな大きさの木片を持ってきて，わたしに炉の傍に立てと

言った。そして木片を腰掛けの上に置き，わたしの睾丸をその上に載せた。ナイフをそれ

に当て，金槌でナイフを強く叩くと，睾丸は落ちた。はじめは痛くなかったが，あとから

ひどく痛んだ」。

　ところが，やがて睾丸の切除だけでは「誘惑者たる凶暴な蛇」を殺すには不十分なこと

が分ってきます。成人男子の場合，睾丸の切除は，少くとも暫くの問は性交渉を妨げず，

そもそも性的衝動を滅却させることがない。N．ヴォルコフは或る若い被去勢者の言葉を

伝えています。「何を切り取ろうと，それ（性的衝動）はなくならない…一と彼は苦笑

いを浮べて言った　　確かに，あなた方非去勢者が感ずるものとは違う。しかし，やはり

女に惹かれることに変りはない」。

　そこで「第二の浄化」として，陰茎の切除が行われるようになった。この場合予後は「第

一の浄化」より遙かに苦痛であったと言います。傷口の癒着にあたり尿道が塞がらないよ

う，錫か鉛の釘を差し込んでおかねばならず，そのため癒着が遅れ，八ヵ月ばかりも苦し

むことがありました。

　第一の浄化は「小さな印」とも，「栗毛の馬に乗る」とも称され，第二の浄化は「耀き

浄化」，「大きな印」，「王の印」，伯馬に乗る」とも称されました。

　セリヴァーノブは，自分はシベリアへ発つ前はひとつの印しか帯びていなかったが，シ

ベリアから帰った時は三つの印を帯びていたと，誇らしげに語っています。つまり第二の

浄化でも未だ不十分な場合には，第三の浄化もあったわけで，これは胸の筋肉の一部を切

除することであったようです。

　以上は男性の場合です。女性の場合，生殖器官の切除は技術的に困難なので，代わって

授乳器官が攻撃の主たる対象になります。次のような例が知られています。

　1．両乳首を切除する（小さな印）。

　2。両乳房を切除する（大きな印）。

　3．胸に切り傷をつける。

　4．小陰唇の…部と，時には陰核を切除する。

　5．大陰唇の上部，小陰唇，陰核を切除する。

11
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いずれにせよ，子宮や卵巣が損なわれることはありませんから，生殖能力に変りはないわ

けで，それゆえ本来の去勢とは言えず，むしろ象徴的な意味合いのものです。そもそも女

性の場合，手術を受けることは義務的ではありませんでした。

　これら手術の失敗による死亡例が，至って少いことは事実です。十九世紀を通じて15件

を越えない。もっともこれは，記録に残っていないだけのことかもしれませんが。

8

　去勢派はフルイスト派と違い，よく組織された教団でした。拠点やカラーブリのための

集会所はロシア全土に及び，信者たちどこへ行っても隠家を見出すことができたし，また

全国的な情報網・文書伝達網が整備されていて，ここに流される文書・書物の類は，合法

的に賃借された印刷所で大量に刷られていました。幾つかのカラーブリには去勢手術のた

めの施設と，手術後の信者のための避難所もありました。中央集権的な秘密結社としての

体制は，十九世紀二十年代には既に完成していたと言われます。

　組織の活動は潤沢な資金に裏打ちされていました。信者に豪商や富農が多く，気前よい

献金が組織に流れ込んだからです。そもそもこれは，信者たちの経済活動にとってすこぶ

る有用な組織でした。全国的な情報網により，彼らは商品や農作物の相場をいち早く知る

ことができました。一部では農作物をストックし，人工的に値をつり上げることも行われ

たと言います。信者間の連帯は極めて密で，豪商・富農たちは使用人である信者たちの安

い労働力を自由にしていました。豪商たちが商売に有利なこの組織を利用したのか，それ

ともこの組織が彼らを急速に富ませることで豪商にしたのか，いずれにせよ去勢派信者た

ちの経済的成功には傍を瞠目させるものがあり，このことは民衆の問で去勢派の威信を大

いに高めましたから，帝政時代には教会関係者たちが，のちのソヴィエト時代にはボリシェ

ヴィキたちが，この点に関して民衆の目に去勢派の威信を失墜させるべく大いに努めたも

のです。確かに，去勢派の経済的成功を保証した信者間の疑わしき連帯なるものも，決し

て彼らが言うほど理想的なものではなく，時とともに信者同士の間でも，富んだ者が貧し

い者を搾取するという傾向が現れてきたことは否めないようです。

　教会関係者たち（のちにはボリシェヴィキたち）の去勢派に対する非難とは，要するに，

この派の信者たちが蓄財と新信者勧誘のことしか眼中にないというものでした。確かに，

新信者の勧誘は，蓄財と並んでセクトの最大関心事でした。血縁の子孫を有さぬ去勢派に

あって，組織の維持には外部からの絶えざる成員補給が不可欠であり，また蓄積された財

産は，セクト内部での養子縁組によって相続される必要があったからです。入信勧誘には

出費を惜しまず種々の工夫と術策がとられました。とりわけよく行われたのが，貧者を負

債で縛って去勢を承知させる方法で，また，孤児や貧者の子供を，将来の去勢を前提に使

用人として雇用することもしばしば行われました。

　熱心な勧誘活動が効を奏したものか，十九世紀を通じ信者の数が徐々にではあるが増え

続けたことは，研究者たちが一致して認めるところです。ポンチ＝ブルエヴィチによれば，

十九世紀半ば，去勢者は約六千人を数えたと言います。そして彼らは，自分たちの購主が

シベリアのどこか辺地に変わることなく隠れ潜んでおり，いつの日かトランペットを吹き

鳴らして信者たちを呼び招くものと信じていました。

12
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9

　フルイスト派はほぼ不立文字を原則としましたが，去勢派の人々は，セリヴァーノブや

エレンスキーのほかにも，護教的文書を残しています。現代的去勢擁護の一例として，亙．A．

エルマコフという理論家の文章『自己去勢について』αg17）を，ヴォルコフの著書から引

いておきます。ここでエルマコフは，去勢を科学的に正当化しようとしています。

　「世界の万物がそうであるように，人間の宗教的発展もまた漸進的である。子供が学ぶ

ことを始めるのはアルファベットからであって，大学の教科からではない。同様に，神に

選ばれた者たちは，人々のもとに至高の宗教的原理を受け容れる用意が整うのを待って，

これら原理を少しつつ開示したのだった。

　かくして，両性間の動物的関係に代って，結婚がアダムの法として与えられた。次いで，

物象・自然力等々の崇拝に代って，アブラハムの誓約が一一神教を創始した。モーゼの誓約

は精神的法の原型であり，これにより人間は，精神生活の至高の法，つまりイエス・キリ

ストの法を，受け容れる準備ができたのだった。

　啓示のこれらの段階は，預言者ダニエルの幻視の内に形象的な表現を得ている。彼が最

初に生活の河を測った時，水は踵までしか来なかった。二度目には帯まで，三度目には首

まで，そして四度目に彼の足はもはや底に着かず，これを限り地上の事物を離れ，完き安

寧の内を漂っていた。

　この最後の啓示は，ここ地上でのイエス・キリストの王国を開示する。この世のもので

はない王国，そこで入々が天使のごとく生きる王国を。

　自然の法則によれば，各人は先祖たちの発展段階を通過する。胎児は原初の有機体の発

展段階を通過し，子供は低次の諸人種の知的発展段階を通過する。精神生活においても同

様である。人間は至高の段階に到達するために，宗教的発展のすべての段階を通過する。

　しかし人間誰もが知的発展を成就するわけではなく，誰もが精神的能力の極限にまで至

るわけではない。大部分の者は中間的段階で立止まり，生涯そこに留まる。

　少数の稀な選ばれた者たちのみが，精神的発展のすべての段階を通過する。そしてこれ

らの魂のみが，イエス・キリストの教えに言う「受け容れうる者」のみが，自らを去勢す

る権利を有する。全身が滅びるより，五体の内の蹟かせる部分のみ滅びるほうがましであ

る。なぜなら，大なる色情こそは，人間が自らを挙げて精神生活に捧げることの妨げとなっ

ており，とりわけ，作業共同体の精神家族に加入することを妨げているのだから。

　事実，未熟な人間の去勢は，その肉体的・知的・道徳的発展を弱め，精神性の発展と確

立を中断させてしまう。こうした人間は，精神の大いなる功業には向いていない。

　地上に精神の王国をうち建てるための自己去勢の権利については，聖職者たちからも学

者たちからも厳しい異論がある。

　聖職者たちは，精神の完成を達成するために純潔が不可欠であること，正常な人間にとっ

て禁欲が非常に困難であることは否定しない。しかし彼らは，勝利が困難であればあるほ

ど，報償も大であろうと考えている。

　これは，純潔が目的に至るための手段ではなく，目的自体であるというに等しい。

　これは，民衆の祭に見られる袋をかぶっての競走や，石鹸を塗ったマスト登りといった

ものであろう。ひとりが賞を得るために，多くの者が倒れて見物人を楽しませる。聖職者
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たちはよく似た競争を案出した。ひとりが救われるために，多くの者が肉との敵わぬ戦い

の中で滅び，皮肉屋たちを楽しませる。

　俗人たちは確言する，人間という有機体は繁殖すべくできており，この法則を犯すこと

は，有機体のその他の自然的皮機能なしに生きること同様不可能であると。

　われわれはこの理念にまったく同意する。肉における純潔を実践せんとする聖職者たち

には，この理念を批判として突きつける。

　しかし，俗人たちの論拠でわれわれの同意しえないもの，それは，人間が生殖器官を有

するものとして創られている以上，自然がいかに意地悪く課した義務であれ，この義務は

履行せねばならぬとするものである。

　彼ら自身，繁殖がとどのつまり食料難に行き着くこと（マルサスの法則），これが飢餓，

戦争，疫病，その他災厄の原因であることを，認めている。それが事実ならば，進歩なぞ

思いもよるまい。

　自然の諸法則がわれわれに示すとおり，重要なのは実在のより高次の水準に達すること

である以上，その際低次の生の諸法則を廃することは，自然に反しない。事実，有機i的自

然は，無機的自然の多くの法則に反して機能している。また有機的自然の内においても，

生の高次の形態が発展しうるためには，彪大な低次の有機体が破壊されねばならない。

　これら低次の有機体の各々は，種子であろうと卵であろうと，繁殖の必要に応じて創ら

れたものだが，もしもそれらがこの目的を果して死ぬことがないならば，高次の有機体の

不可欠の一部とはなりえない。

　人間の生がこの地上で有しうる最高の実在形態たる精神的形態についても，同じことが

言える。それは，低次の実在形態の犠牲なしには発展しえないのだ」。

10

　そもそも去勢派信者は，彼が去勢者であれば，その黄色い皮膚，甲高い声，無鷺，物腰

の女性的なところ等によって，傍から容易にそれと知られたそうです。しかし去勢者とい

うだけでは，犯罪にはなりません。何らかの事故によって去勢されたということもありう

るわけで，事実摘発された去勢者たちは皆一様にそう主張していました。

　帝政時代，去勢派はロシアの刑法197条と201条によって裁かれていました。197条は，

社会不安のもととなりうるような宗教異端を宣伝した者は，財産没収のうえ東シベリアへ

流刑に処するというもので，これは去勢派のみを対象としたものではありませんでした。

201条は，自らを去勢した者に197条と同じ刑を，さらに第三者を去勢した者には4年から

6年の懲役刑を科するというものです。しかしこれらの法律は非常に不備が多く，例えば，

被告たちが去勢していない場合（去勢派信者の皆が皆去勢していたわけではない），せめ

て彼らを197条で裁こうとしても，彼らのセクト所属を立証できないことがしばしばで，

現に1913年，ハリコフの法廷は100人の被告に対する公訴を断念せねばなりませんでした。

それでも，1805－1870年の問にシベリアへ流された男女の去勢派信者は，5444人前のぼっ

たことが記録にあります。

　自己去勢が他から強いられたのではなく，全く自発的になされた場合，法がこれを罰し

うるかどうかというのは微妙な問題で，ここにはおそらく，こんにちの堕胎問題安楽死

14
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問題等に通ずるものがあるでしょう。帝政ロシアの裁判所も，この問題に関しては大いに

苦渋した形跡があります。

　帝政末期，ボリシェヴィキは諸セクトを専制との戦いのうえでの同盟者と見倣し，去勢

派に対してもすこぶる寛容に対していました。B．∬．ポンチ＝ブルエヴィチという研究者

は，ロシア社会民主党（共産党）創立当初からのレーニンの僚友で，宗教問題では党内随

一の理論家でしたが，その彼が19王0年にはこう去勢派を弁護していました，「去勢派によ

る去勢行為は良心のなせる業であって，犯罪的目的からなされたものではなかった。人間

は良心に従って自分の身体を自由にする権利がある。現に決闘は合法的で，自殺は罰せら

れず，身体の一部を損傷することは法に触れない。去勢だけが法に触れるとされるのはお

かしい。ロシア民衆の歴史においては，これまでに去勢のほかにも集団的焼身自殺・自己

埋葬・自己水葬・自己絞殺，断食による自殺，安楽死等々，さまざまな宗教現象が見られ

た。これらはいずれも社会的・政治的抑圧と，生活の救いなさを物語っている。なすべき

は，これら諸現象を刑事罰によって抑圧することではなく，その因って来る社会的根拠を

取り除くことである。宗教的諸現象は，社会的原因を有するのだから」。

　同じポンチ鷲ブルエヴィチが1928年にはこう記しています，「去勢派の教義や去勢派そ

れ自体は，ソヴィエトの刑法に抵触しない。しかし他者に，とりわけ年少者に去勢手術を

施す者は，第三者への損傷ゆえに訴追の対象となる。脅迫によるとか，物質的利益で釣る

とかして，あるいは宗教的熱中から去勢が行われる場合，これらはいずれも本人の自発的

意志によるものではなく，一定の目的をもった他者からの影響によるものであり，これは

文明社会においてあってはならないことである。二十世紀のこんにちにおいて，宗教的理

由からの去勢はやめるべきである。十八世紀にこの現象を惹起した状況が既に消失してお

り，当時は抗議として意味のあったこの行為も，こんにちでは社会の構造的変化によって

無意味となっている」。

　1905年以後，去勢派信者には居住地の自由が許されることになり，千人余の信者がシベ

リアのコロニーからヨーロッパ・ロシアへ帰ってきます。しかし，1910年にはハリコフで

142人，1912年にはヴォロネシ県オストロゴシスクで80人，ウファで26人，1913年にはエ

カチェリンブルク県で27人が告訴されるという具合に，去勢派への裁判が畳むことはあり

ませんでした。

　十月革命後，多くの信者がその財産を失い無一文になったことは去勢派にとって打撃で

したが，他面，ボリシェヴィキ政権が信教の自由を保証したことから，去勢派が一時的な

伸展を見たことも事実です。しかし二十年代末，農業集団化と反宗教熱高揚の時期，多く

が富農であった去勢派信者は，労働者階級と貧農の利益に反する集団として，再度攻撃の

対象となります。

　1929年四月から翌年一月にかけて，レニングラートで大がかりな去勢派裁判が行われた

のを皮切りに，ほぼ時を同じくしてモスクワ，オリョール，トムスク，ウファー等の諸都

市，ヴォルガ，ドンの流域で，総勢千人から二千人にのぼる去勢派が裁判にかかっています。

　この時適用されたのは，1926年刑法の123条と142条でした。123条はIB197条と同じく宗

教に関するもので，「利得目的で民衆に虚偽の宣伝をした者」を対象としており，宗教は

「人間による人間の搾取」の一形態と見倣されています。142条は旧201条とよく似ており，

去勢派に限らず身体の損傷を禁じたものです。概して去勢派に対するソヴィエト時代の刑
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法は，帝政時代のそれより遺漏が少なく，去勢派信者は「反革命的組織への所属」によっ

て裁かれるよ．うになりました。

　　第二次大戦後も去勢派は存続しているようです。A．1。クリバーノブは1972年，タンボブ

州，クリミヤ，北カフカーズで，各80－100人の男女の信者を集めるカラーブリに出会った

ことを記しており（『宗教セクトの世界から』モスクワ，1974年），去勢手術の事例も幾つ

か報告されています（『科学と宗教』1962年第9号）。
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L'amour sexuel dans la pensée russe Vm 
Skoptsy russes 2 

La naissance de la secte des skoptsy était inévitable dans le climat spirituel préparé par 

les khlysty. Radenié est une tentative de libérer 1'espri"ce l'entrave charnelle. Mais ce n'est 

qu'une libération momemtanée e t  précaire. Radenié terminé, l'esprit redevient captif et  

esclave de la chair. Il est naturel que l'on désire la libération perpétuelle. 

On dit souvent que les skoptsy mettaient en pratique les préceptes des Evangiles 

(Matthieu 19.12, 5.27-31 etc.) au pied de la lettre. Cette idée doit être acceptée sous 

réserve, car elle est trop livresque. L'attachement à la lettre est loin des khlysty et des 

skoptsy qui faisaient état de prophéties à radenié. Rozanov signale que ce qui a impressionné 

Sélivanov le plus fortement dans l'Ecriture sainte et  qui a constitué son motif fondamental de 

castration, c'est la vision mystique au début du chapitre 14 de 17Apoca1ypse: "l'agneau se 

tenait sur la montagne de Sion, et avec lui cent quarante-quatre mille personnes'qui avaient 

son nom et  le nom de son Père écrits sur leur fronts. (...)Ce sont ceux qui ne se sont pas 

souillés avec des femmes, car ils sont vierges; ils suivent l'agneau partout où il va. (.m.) Dans 

leur bouche il ne s'est point trouvé de mensonge, car ils sont irrépréhensible". 

Sélivanov était vierge au fin fond de son âme. Il y a quelque chose d'élémentaire dans 

son aversion et  colère contre le sexe, dans son désir ardent de la virginité. Son idée fixe se 

trouve dans l'anéantissement du sexe, et son idéal dans le royaume de Dieu sans sexe, 

c'est-à-dire, royaume de Dieu avant le péché originel entraîné par 19union charnelle d'Adam 

et  Eve. 

Sélivanov se nomme "rédempteur". L'Eglise enseigne que le péché originel de 

l'humanité a été racheté par la mort de Jésus Christ sur la croix. Pour Sélivanov le péché 

originel n'est pas encore racheté. Jésus n'a apporté que l'idée de rédemption. La rédemption 

n'existe pas encore comme fait accompli, mais comme idée proposée, et  c'est Sélivanaov 

qui l'a accomplie au moyen de la castration, moyen auquel on n'a jamais pensé avant lui. 

Il y avait beaucoup de christs p i les khlysty, car ils étaient tous christs latents, 

tandis que les skoptsy ne reconnaissent que deux Christs: Jésus et  Sélivanov. Jésus est 

certes fils de Dieu, mais il n'est que le précurseur de Sélivanov. En fait, la rédemption par la 

castration était le secret essentiel de la doctrine de Jésus, mais cette doctrine ayant été 

corrompue ou oubliée, il a fallu la venue d'un nouveau Chnst (Sélivanov) qui enseignait 

et  pratiquait la castration sans ambiguïté. 

Sélivanov se croyait réformateur religieux qui accomplissait ce que l'on n'avait jamais 

accompli. 11 dit, "leur bénédiction n'arrive qu'à mi-corps, tandis que la mienne au corps 

tout entier. Elle couvre de la tête aux pieds". 


